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０

回
 

行
仙

宿
の
迎

春
準

備
と
下

北
山

村
役

場
訪
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◇
実

施
日

 
平

成
２

６
年

１
２

月
２

２
日

(月
) 

晴
時

々
雪

時
雨

、
 

◇
参

加
者

 
川

島
 

功
、

沖
﨑

沖
﨑

沖
﨑

沖
﨑
吉

信
、

生
熊

敏
男

、
樋

口
義

也
 

濱
野

兼
吉

、、 、、
梶
野

梶
野

梶
野

梶
野
照

雄
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熊

野
市

の
松

本
峠

の
駐

車
場

で
、

紀
北

町
長

島
区

の
樋

口
さ

ん
と

合
流

し
行

仙
宿

に
向

か
う

。
樋

口
さ

ん
は

「
熊

野
古

道
伊

勢
路

」
の

語
り

部
と

し
て

指
導

的
な

役
割

を
な

さ
っ

て
い

る
方

で
、

「
ツ

ヅ
ラ

ト
峠

」
や

「
荷

坂
峠

」
に

は
、

樋
口

さ
ん

を
指

名
で

語
り

部
の

依
頼

が
多

く
、

世
界

遺
産

１
０

周
年

の
今

年
は

非
常

に
忙

し
か

っ
た

と
の

こ
と

で
あ

る
。

 
私

も
沖

﨑
さ

ん
を

通
じ

て
伊

勢
路

の
名

所
、

旧
跡

等
の

教
え

を
い

た
だ

い
た

。
古

道
だ

け
で

な
く

ア
ル

プ
ス

の
剱

岳
、
薬

師
岳

を
は

じ
め

岩
登

り
、

雪
山

も
こ

な
し

た
ベ

テ
ラ

ン
で

あ
る

。
今

日
は

ニ
ッ

カ
ボ

ッ
カ

姿
の

粋
な

出
で

立
ち

で
颯

爽
と

し
て

い
る

。
 

浦
向

集
落

を
過

ぎ
、

国
道

４
２

５
を

上
り

は
じ

め
る

と
道

路
は

う
っ

す

ら
と

雪
化

粧
。

雪
道

の
中

に
轍

が
林

道
に

入
っ

て
も

続
き

、
車

中
で

は
誰

な
ん

だ
ろ

う
と

話
題

に
な

る
が

・
・

・
。

補
給

路
の

登
り

口
に

和
泉

ナ
ン

バ
ー

の
車

が
駐

車
し

て
い

て
、

先
に

上
が

っ
た

ら
し

い
。

 

雪
が

ち
ら

つ
い

て
い

る
が

、
雪

雲
に

切
れ

間
が

あ
り

、
雪

な
ど

へ
の

装

備
を

せ
ず

に
済

み
そ

う
だ

。
 

そ
れ

ぞ
れ

背
負

子
に

荷
上

げ
の

荷
物

を
載

せ
る

。
私

は
ビ

ー
ル

１
ケ

ー

ス
。

背
負

い
子

を
担

ぐ
と

缶
ビ

ー
ル

が
ケ

ー
ス

か
ら

飛
び

出
す

。
い

つ
も

の
こ

と
な

が
ら

ド
ジ

を
踏

み
、

沖
﨑

さ
ん

か
ら

ケ
ー

ス
を

き
ち

ん
と

固
定

す
る

よ
う

教
え

て
い

た
だ

く
。

補
給

ル
ー

ト
を

休
息

も
い

れ
な

が
ら

ゆ
っ

く
り

の
ぼ

る
。

 
佐

田
ノ

辻
に

着
く

と
尾

根
を

渡
る

風
が

冷
た

く
頬

を
刺

す
。

冷
た

い
と

い
う

よ
り

痛
い

、
こ

こ
は

風
の

通
り

道
。

夏
は

涼
し

く
心

地
よ

い
が

、
冬

は
大

変
厳

し
い

。
入

り
口

の
寒
暖
計

は
マ
イ

ナ
ス

４
度

。
 

先
発

は
梶

野
照

雄
さ

ん
で

、
今

回
の

行
事

に
堺

市
か

ら
馳

せ
参

じ
て

く

れ
た

山
彦

の
力
強

い
助

っ
人

で
、
金
属
関
係

の
仕
事

を
し

て
い

て
、

ア
ル

ミ
の
脚

立
な

ど
を

い
つ

で
も
作

っ
て

く
れ

る
と

の
事

で
あ

る
。

 

遠
来

の
仲

間
な

が
ら

よ
く

大
峰

山
系

へ
は

入
っ

て
い

て
、
深

仙
の
避
難

小
屋

の
塗

装
や

平
治
小
屋

の
塗

装
も
協
力

い
た

だ
い

た
頼

も
し

い
人

で
あ

る
。

９
月

の
釈
迦
ヶ

岳
～
楊
枝

ノ
森

の
倒
木
処
理

に
も

行
か

れ
、

そ
の

時

の
動
画

や
釈
迦

岳
の
空
撮

の
映
像

も
小
屋

で
見

せ
て

い
た

だ
い

た
。

山
彦

に
は

さ
ま
ざ
ま

な
エ
キ

ス
パ

ー
ト

が
い

て
、

私
の

よ
う

な
凡
人

に
は

非
常

に
興
味
深

い
。

 

一
段

落
し

た
後

、
行

者
堂

に
て

新
年

を
迎

え
る

た
め

に
樒

を
さ

し
、
お

供
え
替

え
。

先
日
送
付
頂

い
た
光

道
院
一
同
様

か
ら

の
灯
明
料

も
お
供

え

し
、

生
熊

導
師

に
よ

る
勤

行
で
身

が
引

き
締
ま

る
。

 

 
 

 
第

２
ベ

ン
チ

で
休

憩
 

 
行

者
堂

に
光

道
院

の
お

供
え

 
 
行

者
堂

で
勤

行
 

沖
﨑

・
生

熊
・
梶

野
さ

ん
は

、
玄
関

の
注
連
飾

り
、

宿
内

の
片
付

け
や

管
理
棟

の
整
理

、
雨
水
貯
槽

の
水
抜

き
。
玄
関
前

の
貯
槽

は
室
内

へ
移
管

。 
川

島
、

樋
口

さ
ん

と
私

は
、
水

場
へ
注
連
縄

の
張

り
替

え
に
降

り
る

。

秋
に

は
枯

れ
て

い
た
水

場
は
凍

る
事

も
な

く
、

岩
場

を
伝

っ
て
小

さ
な
滝

と
な

り
、
澄

み
切

っ
た

き
れ

い
な
水

が
流

れ
落

ち
て

い
る

。
川

島
さ

ん
が



岩
場

の
ボ

ル
ト

に
注
連
縄

を
結

え
、

私
と

樋
口

さ
ん

で
対
岸

へ
渡

し
た
片

方
を
結
わ

え
る

。
注
連
縄

が
ピ

ン
と
張

ら
れ
シ
デ

が
垂

れ
る

と
、

こ
の
小

さ
な
滝

も
神

々
し

く
見

え
る

。
こ

の
水

が
動
植

物
を
育

て
、

私
達

に
も
恵

み
を
与

え
て

く
れ

る
命

の
水

、
穢

し
て

は
な

ら
な

い
命

の
源

で
あ

る
。

 
水

場
か

ら
戻

る
と
少

し
早

い
が

ス
ト

ー
ブ

の
暖

で
昼
食

に
な

る
。

 

 
 

 
 

水
場

の
注

連
縄

替
え

 
 

 
宿

内
迎

春
飾

り
 

 
 

 
管

理
棟

迎
春

飾
り

 
 

 
 

今
日

は
な
ぜ

か
食
事

時
に

は
そ

ぐ
わ

な
い
糞
尿
噺

が
で

る
。
最
初

の
話

の
切

り
出

し
は

誰
な

の
か
判

ら
な

い
が

、
生

熊
さ

ん
か

ら
戦
後
叔
父

の
話

と
し

て
シ

ベ
リ

ア
に
抑
留

さ
れ

た
時

に
、
余

り
の
寒

さ
に
耐

え
き

れ
ず
自

分
が
ひ

っ
た
ウ

ン
コ

の
中

に
手

を
突

っ
込

み
暖

を
と

っ
た

話
。

 

樋
口

さ
ん

は
横

尾
の
小
屋

で
電
池

を
ト
イ
レ

の
中

に
落

と
し

た
が

、
凍

っ
て

い
て
汚

物
に
ま

み
れ

る
こ

と
な

く
電
池

は
氷

を
滑

っ
て

く
み
取

り
口

か
ら
拾

い
上

げ
た

話
。
最
悪

は
入

れ
歯

を
酔

っ
て
吐

き
便
槽

に
落

と
し

た

話
等

そ
れ

ぞ
れ
珍
談

や
体
験
談

が
出

て
抱
腹
絶
倒

し
た

。
 

昼
食
後
京
都

か
ら

の
３
人
連

れ
が
小
屋

に
見

え
、
コ

ー
ヒ

ー
で
接
待

。

川
島

さ
ん

よ
り

山
彦

の
活
動

の
説
明

や
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

を
活
用

し
て

く
れ

る
よ

う
要
請

し
た

。
私

は
宿
泊
利
用

ノ
ー

ト
に

本
日

の
作
業

を
記

す
。

 

小
屋

の
中

を
掃

き
カ
レ

ン
ダ

ー
を
張

り
替

え
、
御
神
酒

と
鏡
餅

を
供

え

本
日

の
作
業

を
終
了

。
 

も
は

ら
ク
リ

ニ
ッ
ク

か
ら
差

入
れ

し
て
下

さ
っ

た
イ

ン
ス
タ

ン
ト
味
噌

汁
は

、
冬

場
は
使

い
き

れ
な

い
の

で
一

部
を
残

し
、

そ
れ

ぞ
れ

に
お
土

産

に
分

け
合

っ
て
小
屋

を
後

に
す

る
。

 

 
 

 
室

内
２

℃
で

昼
食

中
 

 
 

参
加

者
揃

う
 

 
 

 
 

登
山

口
水

場
の

新
注

連
縄

 

登
山

口
の
水

場
に

も
注
連
縄

を
張

り
替

え
本

日
の
作
業

を
終
了

。
 

最
後

に
記
念
写
真

を
撮

り
、
階
段
梯

子
を
下

り
た

。
朝

か
ら
舞

っ
て

い

た
雪

も
、
降

り
積

も
る

こ
と

な
く
終
わ

っ
た

。
心
配

さ
れ

た
帰

り
も

道
路

の
雪

が
解

け
、
凍

る
こ

と
な

く
安

心
し

て
通

る
。

 

帰
路

、
下

北
山
村

役
場

を
表
敬
訪
問

、
川

島
・

沖
﨑

・
梶

野
さ

ん
が
代

表
し

て
村

長
・
副
村

長
・
総
務
課

長
・

産
業
建
設
課

に
今

年
後
半

の
山

彦

の
活
動
報
告

を
行

っ
た

。
 

今
年

１
月
橿
原

市
で

行
わ

れ
る
奈
良
県
森

林
環
境
税

の
活
用
状
況

を
村

長
が
発
表

し
、

そ
の

中
で

山
彦

の
活
動

も
紹
介

し
て

く
れ

る
と

の
話

。
私

達
の
活
動

も
し

っ
か

り
見
守

っ
て

く
れ

る
人
達

が
い

る
事

は
嬉

し
い
限

り

で
あ

る
。

 

３
月
ま

で
は
緊
急

な
こ

と
が

な
い
限

り
、
南
奥
駈

道
で

の
活
動

は
休
眠

期
に

な
る

。
 

し
ば

し
の

間
充
電

し
、
再
会

を
約
束

し
て

そ
れ

ぞ
れ
帰

路
に

つ
い

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(記
 

濱
野

) 
 



◇◇ ◇◇
下
北
山
村
役
場
訪
問

下
北
山
村
役
場
訪
問

下
北
山
村
役
場
訪
問

下
北
山
村
役
場
訪
問

 
面
談

者
；

上
平
村

長
、
南
副
村

長
、
勝

平
総
務
課

長
、

 

田
室

産
業
建
設
課
主
幹

。
 

訪
問

者
；

川
島

・
沖
崎

・
梶

野
。

 
行

仙
宿

の
迎
春
準

備
に

行
っ

た
帰

り
に

、
急
遽
訪
問

さ
せ

て
頂

い
た

。
 

 
 

 
 

 

①
玉
岡

さ
ん

が
元
気

に
な

ら
れ

、
知
事

・
大
臣
表
彰

の
推
薦

に
ご
尽
力
賜

 
わ

っ
た
御
礼

と
一

時
中
断

の
国

の
叙
勲
申
請
手

続
き

は
再
開

を
報
告

。
 

②
本

年
度

の
援
助
御
礼

と
次

年
度

も
引

続
き
継

続
援
助

を
お
願

い
し

た
。

 
 

 

③
奈
良
県
森

林
環
境
税

に
よ

る
事
業
取
組
状
況

の
報
告

「
森

林
の
適

切
な

 
保
全

と
活
用
シ

ン
ポ

ジ
ュ

ー
ム

」
が

平
成

２
７

年
１

月
１

０
日

・
橿
原

 

文
化
会
館

で
開
催

さ
れ

、
上

平
村

長
が
パ
ネ
リ

ス
ト

と
し

て
登
壇

さ
れ

、 

そ
の
席

上
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の
活
動

も
紹
介
下

さ
る

と
の

こ
と

。
 

環
境
税

の
使

い
方

と
し

て
、
当

ぐ
る

ー
ぷ

へ
補
助
金

が
認

め
ら

れ
る
可

能
性

も
あ

る
と

の
こ

と
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
④
次

年
度

に
は

、
太

古
ノ

辻
の

道
標

・
案
内
板

の
取
替

、
持
経

宿
改
築

を
 

計
画

し
て

い
る
事

を
報
告

。
総
務
課

長
か

ら
持
経

宿
改
築

が
決
ま

れ
ば

、 
善
処

す
る
旨

の
話

が
あ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑤
３

年
前

、
転
法
輪

岳
付
近

の
村

長
所
有

林
(１
／

２
所
有
権

)か
ら

間
伐

 
伐
採

し
た
材

を
用

い
て

、
平
治

宿
・
水

場
径

の
改
修

が
出
来

た
御
礼

。
 

平
治

宿
に
東
屋

・
ベ

ン
チ

等
設
置

す
る
案

が
あ

り
、

そ
の
際

に
再
度

間
 

伐
伐
採

を
お
願

い
、
村

長
か

ら
必
要

時
伐
採

の
快
諾

を
得
ま

し
た

。
 

 

⑥
後
半

の
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
活
動
報
告
書

を
提

出
。

 
 

 
 

 
 

 
 

⑦
産
業
建
設
課

に
立
寄

り
、
シ

ン
ポ

ジ
ュ

ー
ム

で
村

長
発
表

の
資
料
作

成
 

の
為

、
当

ぐ
る

ー
ぷ

の
作
業
活
動

の
写
真
提
供
要
請

が
川

島
に

あ
り

、

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

で
渡

し
、
掲

載
写
真

が
見

つ
か

り
本

日
返
却
頂

い
た

。
 

又
、
当

ぐ
る

ー
ぷ
会
員
数

を
聞

か
れ

、
本

年
の

参
加

者
は

９
０

名
あ

る
 

が
、
約

６
０
～

６
５

名
と
返
答

。
 

 
 

 
 

 
 

 
(記

 
川

島
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 
新

宮
7:00
→

8:30
登

山
口

8:45
→

9:30
行

仙
宿

13:20
→

13:55
登

山
口

14:10
→

14:30
下

北
山
村

役
場

15:15
→

16:40
新

宮
 

  
 

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

 
お
供

え
・
灯
明
料
３
万
円
；
光

道
院
一
同

。
 

志
納
金

５
万
円
；

も
は

ら
ク
リ

ニ
ッ
ク

。
 


